
2223

　
日
本
の
社
会
が
巨
大
な
方
向
転
換
を
し

た
時
期
は
近
代
に
な
っ
て
以
後
、
二
回
存

在
す
る
。
最
初
は
一
八
六
〇
年
代
の
江
戸

末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
明
治
維

新
前
後
で
あ
り
、
第
二
は
一
九
四
〇
年
代

の
太
平
洋
戦
争
敗
戦
後
の
戦
災
復
興
の
時

期
で
あ
る
。
最
初
の
方
向
転
換
か
ら
第
二

の
方
向
転
換
ま
で
約
八
〇
年
、
そ
こ
か
ら

現
在
ま
で
約
八
〇
年
が
経
過
し
て
お
り
、

そ
の
年
数
に
特
別
の
意
味
が
あ
る
か
は
明

確
で
は
な
い
が
、
現
在
は
第
三
の
方
向
転

換
が
予
感
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。

　
明
治
の
転
換
の
時
期
に
は
開
国
以
前
に

密
航
ま
で
し
て
西
欧
社
会
の
実
情
を
探
査

し
た
人
々
の
情
報
や
、
政
府
や
民
間
が

招し
ょ
う

聘へ
い

し
た
三
〇
〇
〇
人
弱
の
御お

雇や
と
い

外
国

人
の
情
報
が
有
効
で
あ
り
、
太
平
洋
戦
争

増
加
す
る
外
国
人
の
比
率

　
こ
の
全
体
の
傾
向
を
反
映
し
、
全
国
の

一
七
四
一
の
市
区
町
村
の
う
ち
二
〇
二
〇

年
か
ら
二
〇
二
四
年
ま
で
の
五
年
間
で
人

口
が
減
少
し
た
の
は
全
体
の
八
九
％
に
相

当
す
る
一
五
五
一
で
あ
る
。
そ
し
て
六
五

歳
以
上
の
高
齢
人
口
の
比
率
が
三
〇
％
以

上
の
市
区
町
村
は
二
〇
二
〇
年
に
は
七
二 

％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
五
〇
年
に
は
九
七 

％
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
二
五
年
間
で
人
口
の
減
少
だ
け
で
は

な
く
、
大
半
の
地
域
で
高
齢
人
口
が
急
増

し
て
い
く
と
い
う
事
態
が
発
生
す
る
の
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
外
国
人
の
活

躍
で
あ
る
。
日
本
に
常
住
す
る
外
国
人
は

一
九
五
〇
年
に
は
五
三
万
人
で
人
口
全
体

の
〇・
六
三
％
で
あ
り
、
一
九
七
五
年
に 

後
は
短
期
で
は
あ
る
が
日
本
を
占
領
し
た

ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
外
国
の
人
々
の

情
報
が
日
本
を
変
化
さ
せ
た
。
そ
し
て
現

在
、
日
本
の
社
会
は
第
三
の
巨
大
な
転
換

に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
二
度
の
転

換
は
外
部
か
ら
の
圧
力
で
あ
っ
た
が
、
今

度
は
内
部
の
変
化
で
あ
る
。

　
第
一
の
要
因
は
人
口
の
減
少
で
あ
る
。 

過
去
一
〇
〇
〇
年
間
で
人
口
は
一
〇
〇
〇 

万
人
程
度
か
ら
順
調
に
増
加
し
て
き
た

が
、
二
一
世
紀
初
期
に
一
億
二
八
〇
〇
万

人
に
到
達
し
て
以
後
は
減
少
方
向
に
転
換 

し
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
現
在
の
世
界 

一
二
位
か
ら
二
〇
五
〇
年
頃
に
は
一
億 

一
〇
〇
〇
万
人
で
一
五
位
に
低
落
す
る
。

経
済
指
標
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
一
九
八
〇
年
代
ま

で
は
増
加
し
て
い
た
が
、
以
後
は
横よ
こ

這ば

い

で
、
現
在
の
四
位
か
ら
二
〇
五
〇
年
に
は

世
界
七
位
に
転
落
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。

は
六
七
万
人
で
〇・
五
七
％
と
、
比
率
は 

い
っ
た
ん
減
少
す
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
に 

は
一
三
一
万
人
で
一・
〇
三
％
、二
〇
二
三

年
に
は
三
四
一
万
人
で
二・
七
四
％
に
増

加
し
て
い
る
。
都
道
府
県
単
位
で
は
一
位 

の
東
京
は
六
六
万
人
で
四・
七
一
％
、
愛

知
が
三
一
万
人
で
四・
一
六
％
、
大
阪
が

三
〇
万
人
で
三・
四
四
％
と
無
視
で
き
な

い
規
模
に
な
っ
て
い
る
。

外
国
人
が

変
革
し
始
め
た
日
本

　
こ
の
外
国
人
が
活
発
に
し
て
い
る
地
域

が
増
加
し
て
い
る
。
人
口
四
万
人
強
の
群

馬
県
大
泉
町
は
住
民
の
約
二
〇
％
が
地 

元
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ

ル
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

か
ら
到
来
し
た
人
々
で
、
人
口
減
少
に
直

面
し
て
い
る
日
本
で
安
定
し
た
人
口
を
維

持
し
て
い
る
。
こ
の
外
国
人
住
民
が
活
躍

す
る
「
活
き
な
世
界
の
グ
ル
メ
横
丁
」
と

い
う
各
国
の
料
理
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
毎
年
何
回
も
開
催
さ
れ
、
外
部
か
ら
数

千
人
が
到
来
す
る
行
事
に
な
り
、
地
域
を

元
気
に
し
て
い
る
。

　
静
岡
県
浜
松
市
に
も
自
動
車
や
楽
器
を

の
交
流
人
口
に
よ
る
発
展
事
例
も
あ
る
。

一
九
九
九
年
開
通
の
広
島
県
尾
道
市
と
愛

媛
県
今
治
市
を
連
絡
す
る
長
大
架
橋
「
し

ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
は

「
世
界
七
大
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
」
に

選
定
さ
れ
、
世
界
か
ら
多
数
の
人
々
が
到

来
し
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
利
用
者
数
の

二
三
％
が
外
国
人
で
あ
り
、
定
住
す
る

人
々
も
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
外

国
人
も
縮
小
し
て
い
く
社
会
で
の
発
展
手

段
の
一
例
と
な
る
。

　
冒
頭
の
文
章
の
よ
う
に
日
本
は
明
治
以

来
の
第
三
の
時
代
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

江
戸
時
代
の
人
々
が
明
治
以
後
を
想
像
で

き
な
か
っ
た
よ
う
に
、
戦
前
の
人
々
が
戦

後
を
想
像
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
、
第
三

の
時
代
の
予
測
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し

Ｐ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
「
未
来
を
予
測
す
る

最
良
の
方
法
は
未
来
を
創
造
す
る
こ
と
」

と
い
う
至
言
の
よ
う
に
、
誰
も
が
予
測
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
は
誰
も
が
創
造
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら

八
〇
年
先
ま
で
の
企
業
を
創
造
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

製
造
す
る
企
業
と
関
連
す
る
下
請
け
の
中

小
企
業
が
集
中
し
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で

は
国
内
の
農
村
か
ら
出
稼
ぎ
の
工
員
を
雇

用
し
て
い
た
が
、
バ
ブ
ル
景
気
の
影
響
で

国
内
か
ら
は
十
分
な
人
数
を
採
用
で
き
な

く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
現
在
で
は
地
域

全
体
で
ブ
ラ
ジ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
か
ら
来
日
し
た
約
三
万
人
が
生

活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

の
国
々
と
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
就

労
支
援
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　
埼
玉
県
川
口
市
は
江
戸
時
代
か
ら
鋳
物

が
特
産
で
、
明
治
以
後
は
軍
需
工
業
が
発

展
し
た
。
戦
後
に
東
京
へ
通
勤
す
る
人
々

が
居
住
す
る
巨
大
な
住
宅
団
地
が
建
設
さ

れ
、
代
表
が
一
九
七
八
年
に
開
発
さ
れ
た

約
二
五
〇
〇
戸
の
芝
園
団
地
で
あ
る
。
し

か
し
住
民
が
高
齢
に
な
っ
て
空
家
が
増
加

し
、
交
代
に
入
居
し
て
き
た
子
育
て
世
代

の
外
国
人
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発

生
し
て
き
た
。
そ
こ
で
多
様
な
国
籍
と
年

代
の
住
民
が
地
域
活
動
を
推
進
す
る
団
体

を
結
成
し
、
多
文
化
多
年
代
の
地
域
社
会

を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。

　
以
上
の
三
例
は
地
域
に
定
住
し
た
外
国

人
に
よ
る
発
展
事
例
で
あ
る
が
、
外
国
人

月刊三方よし経営  令和７年２月号

「
永
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転
換
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略
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外
国
人
材
で
地
域
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発
展
さ
せ
る

つ
き
お     

よ
し
お

東
京
大
学
名
誉
教
授

月
尾
嘉
男

昭
和
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七
（
一
九
四
二
）

年
生
ま
れ
。
東
京
大
学

工
学
部
卒
業
。工
学
博

士
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ

ラ
フィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知

能
、
仮
想
現
実
、メ
デ
ィ

ア
政
策
等
を
研
究
す
る

と
と
も
に
、
全
国
各
地

で
私
塾
を
主
宰
し
、
地

域
の
有
志
と
共
に
環
境

保
護
や
地
域
計
画
に

取
り
組
む
。

第
三
の
局
面
に

移
行
開
始
す
る
現
在
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